
１．自分が受検する階級の問題用紙であるか確認してく
ださい。

２．検定開始の合図があるまで問題用紙を開かないでく
ださい。

３．この表紙の右下の欄に，氏名・受検番号を書いてく
ださい。

４．解答用紙の氏名・受検番号・生年月日の記入欄は，
もれのないように書いてください。

５．解答はすべて解答用紙（Ｎｏ. １，Ｎｏ. ２，Ｎｏ. ３）に
書き，解法の過程がわかるように記述してください。
ただし，問題文に特別な指示がある場合は，それに
したがってください。

６．問題１～５は選択問題です。３題を選択して，選択
した問題の番号の　をぬりつぶし，解答してくださ
い。選択問題の解答は解いた順番に解答欄へ書いて
もかまいません。ただし，４題以上解答した場合は
採点されませんので，注意してください。問題６・
７は，必須問題です。

７．電卓を使用することができます。
８．携帯電話は電源を切り，検定中に使用しないでくだ
さい。

９．問題用紙に乱丁・落丁がありましたら検定監督官に
申し出てください。

10．出題内容に関する事項を当協会の許可なくインター
ネットなどの不特定多数が閲覧できるような所に掲
載することを固く禁じます。

－

氏 名 

受検番号

〔検定時間〕９０分

検定上の注意 

２級-２次

下記の「個人情報の取扱い」についてご同意いただいたうえでご提出
ください。 
【このフォームでお預かりするすべての個人情報の取り扱いについて】
１．事業者の名称　　公益財団法人日本数学検定協会
２．個人情報保護管理者の職名，所属および連絡先
　　管理者職名：個人情報保護管理者
　　所属部署：事務局　事務局次長　　連絡先：03-5812-8340
３．個人情報の利用目的　　受検者情報の管理，採点，本人確認の
ため。

４．個人情報の第三者への提供　　団体窓口経由でお申込みの場合
は，検定結果を通知するために，申し込み情報，氏名，受検階級，
成績を，Web でのお知らせまたは FAX，送付，電子メール添
付などにより，お申し込みもとの団体様に提供します。その他
法令に定める特別な場合を除いて，ご本人様の同意なく第三者
へ開示・提供いたしません。

５．個人情報取り扱いの委託　　前項利用目的の範囲に限って個人
情報を外部に委託することがあります。

６．個人情報の開示等の請求　　ご本人様はご自身の個人情報の開
示等に関して，下記の当協会お問い合わせ窓口に申し出ること
ができます。その際，当協会はご本人様を確認させていただい
たうえで，合理的な対応を期間内にいたします。

　  【問い合わせ窓口】
　公益財団法人日本数学検定協会　検定問い合わせ係　　
〒110-0005 東京都台東区上野 5-1-1 文昌堂ビル 6階

      TEL：03-5812-8340　電話問い合わせ時間 月～金 9:30-17:00
      （祝日・年末年始・当協会の休業日を除く）
７．個人情報を提供されることの任意性について
　ご本人様が当協会に個人情報を提供されるかどうかは任意によ
るものです。ただし正しい情報をいただけない場合，適切な対
応ができない場合があります。



実数 x，y が x 2＋３y 2＝９を満たすとき，x＋y 2－１の最大値と最小値を求めなさい。

また，最大値と最小値をとるときの x，yの値をそれぞれ求めなさい。

　１から６までの目がある１個のさいころがあります。右の表は，こ

のさいころを１回振ったときにそれぞれの目が出る確率をまとめたも

のです。このさいころを３回続けて振るとき，次の問いに答えなさい。

（１） １の目と６の目がそれぞれ１回だけ出る確率を求めなさい。

（２） 出た目の数の積が１２となる確率を求めなさい。

１
４

確率目

１

１
６２

１
６３

１
６４

１
６５

６ １
１２

〔２級〕 ２次：数理技能検定

問題１．（選択）

問題２．（選択）

２−２−１



xy平面上に点Ｐ（－１，９）と方程式

　　x 2＋y 2－８x＋６y＋１６＝０

で表される円 Cがあります。円 Cの中心をＡとして，次の問いに答えなさい。

（１） ２点Ｐ，Ａ間の距離 dを求めなさい。

（２） 点Ｐを中心とし，円 Cと接する円のうち，半径が（１）の dよりも大きい円について，

その方程式を求めなさい。

問題３．（選択）

２−２−２



　数列｛an｝の初項から第 n項までの和 Snが Sn＝２
n＋1－n－２と表されるとき，次の問い

に答えなさい。 （表現技能）

（１） 数列｛an｝の第 n項 anを求めなさい。

（２） 次の和を求めなさい。

　　　　
k＝１

n １
ak＋１

問題４．（選択）

２−２−３



a，b，cを正の整数とし，Mを

　　M＝３a＋３b＋３c＋１

によって定めます。このMが立方数（１，８，２７，６４，…のように，正の整数を３乗し

て得られる数）となるような a，b，cの組について，次の問いに答えなさい。この問題は解

法の過程を記述せずに，答えだけを書いてください。 （整理技能）

（１） a＜b＝c≦１０を満たす a，b，cが１組だけ存在します。その組（a，b，c）を求め

なさい。また，そのときのMの値を求めなさい。

（２）　a＜b＜c≦１０を満たす a，b，cが２組存在します。それらを両方とも求め，それ

ぞれについてMの値を求めなさい。

問題５．（選択）

２−２−４



xを２より大きい定数とします。ＡＢ＝x－１，ＢＣ＝x，ＣＡ＝x＋１である△ＡＢＣに

おいて，cosB＝　 であるとき，次の問いに答えなさい。 （測定技能）

（１） 余弦定理を用いて，xの値を求めなさい。

（２）（１）の結果を用いて，△ＡＢＣの内接円の半径 rを求めなさい。

２
７

問題６．（必須）

２−２−５



　関数 f（x）＝x 3－９x 2＋１５x＋７について，次の問いに答えなさい。

（１）　f（x）の増減を調べ，その極値を求めなさい。また，極値をとるときの xの値を求め

なさい。

（２） kを定数とします。xの３次方程式 f（x）＝kが異なる３つの正の実数解をもつとき，

kのとり得る値の範囲を求めなさい。この問題は解法の過程を記述せずに，答えだけを

書いてください。

問題７．（必須）

２−２−６



※「数検」「数検／数学検定」「数検／Suken」は当協会に専用使用権が認められています。



（選 択）
問 題
番 号
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

選択した番
号の　内を

ぬりつぶし

てください。

※特別に指示のないかぎり，解法の過程を記述してください。

（Ｎｏ.１）

ここにバーコードシールを

貼ってください。
は



●
答
え
を
直
す
と
き
は
、
消
し
ゴ
ム
で
き
れ
い
に
消
し
て
く
だ
さ
い
。

●
答
え
は
、
解
答
用
紙
に
は
っ
き
り
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（選 択）
問 題
番 号
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

選択した番
号の　内を

ぬりつぶし

てください。

（選 択）
問 題
番 号
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

選択した番
号の　内を

ぬりつぶし

てください。

※特別に指示のないかぎり，解法の過程を記述してください。

※特別に指示のないかぎり，解法の過程を記述してください。

（Ｎｏ.２）実用数学技能検定



 

問題６
（必須）

●問題６，７は必須問題です。

問題７
（必須）

●
答
え
を
直
す
と
き
は
、
消
し
ゴ
ム
で
き
れ
い
に
消
し
て
く
だ
さ
い
。

●
答
え
は
、
解
答
用
紙
に
は
っ
き
り
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

※特別に指示のないかぎり，解法の過程を記述してください。

※特別に指示のないかぎり，解法の過程を記述してください。

（Ｎｏ.３）



●
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…
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月
）
　
　
（
年
）
　
　

ん
け
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い
て

じ

り

ぎ

検定をしているとき，

監督官はずっといましたか。
時間 程度

よい

おもしろかった問題は何番ですか。２つまで選んでください。
もんだい なんばん

短い
みじか

じ  かん てい 

長い
なが

ふつう はい いいえ難しい
むずか

易しい
やさ

けんてい

かんとくかん

えら

●検定時間内に記入できるかたはアンケートにご協力ください。あてはまるものの　 をぬりつぶしてください。
きょうりょくきにゅうけんてい じ かんない

１

算数・数学は得意ですか。
さんすう すうがく とく い

　はい　　　  いいえ

ど

２ ３ ４ ５ ６ ７



（選 択）
問 題
番 号
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

選択した番
号の　内を

ぬりつぶし

てください。

（Ｎｏ.１）

ここにバーコードシールを

貼ってください。
は

　x 2＋３y 2＝９より

　　y 2＝　　  　　…①

　y 2≧０であるから
　　９－x 2≧０
　　－３≦x≦３　…②
①を x＋y 2－１に代入すると

　　x＋y 2－１＝x＋　  　　－１

　＝－　 x 2＋x＋２

　f（x）＝－　 x 2＋x＋２とすると

　　f（x）＝－　 （x 2－３x）＋２

　＝－　   x－　　＋　　

②の範囲において f（x）は

　　x＝　 のとき最大値　　

　　x＝－３のとき最小値－４
をとる。

　ここで，①より

　x＝　 のとき

　　y 2＝　 ，すなわち y＝±　 

　x＝－３のとき
　　y 2＝０，すなわち y＝０
であるから，x＋y 2－１は

　　x＝　 ，y＝±　 のとき最大値　

　　x＝－３，y＝０のとき最小値－４
をとる。

（答）x＝　 ，y＝±　 のとき最大値  　

　　 x＝－３，y＝０のとき最小値－４

１
３

１
３
１
３
１
３

３
２

９－x 2

３

９－x 2

３

１１
４

３
２

３
２

１１
４

３
２

３
２

１１
４

３
２

１１
４

2

３
２
９
４

３
２



（選 択）
問 題
番 号
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

選択した番
号の　内を

ぬりつぶし

てください。

（選 択）
問 題
番 号
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

選択した番
号の　内を

ぬりつぶし

てください。

（Ｎｏ.２）実用数学技能検定

⑴ さいころを３回振って１の目が１回，６の目が１回，２，３，４，５のいずれか
の目が１回出るときの目の出方の総数は，３!・４（通り）である。
　　したがって，求める確率は

　　　３!・４・　 ・　   ・　 ＝　　

（答）  　

⑵ さいころを３回振って，出た目の数の積が１２となるのは
（ⅰ）　１，２，６の目が１回ずつ出る
（ⅱ）　１，３，４の目が１回ずつ出る
（ⅲ）　２の目が２回，３の目が１回出る

　のいずれかのときであり，これらは互いに同時には起こらない。

　　（ⅰ）が起こる確率は，３!・　 ・　 ・　   ＝　　

　（ⅱ）が起こる確率は，３!・　 ・  　    ＝　　

　　（ⅲ）が起こる確率は，3Ｃ1・  　    ＝　　

　　よって，求める確率は

　　　　   ＋　　＋　　＝　　　  　　＝　　　

（答）　  　

１
１２

１
１２

１
１２

１
４

１
６

１
１２

１
４８

１
４

１
２４

１
７２

１
４８

１
２４

１
７２

１
４

１
６
１
６

2

１
６

3

３＋６＋２
１４４

１１
１４４

１１
１４４

⑴ 円 Cの方程式を変形すると
　（x－４）2＋（y＋３）2＝３2

　であるから，中心Ａの座標は（４，－３），半径は３である。
　　よって，２点Ｐ，Ａ間の距離 dは
　　　d＝（４＋１）2＋（－３－９）2＝ ２５＋１４４＝１３

（答）d＝１３

⑵ 条件を満たす円をC 1，その半径を rとする。
⑴の結果（dがCの半径３より大きい）より，円 C 1 の中心Ｐは円 C の外側にある

から，２つの円 C，C 1 が接して，かつ r＞dとなるのは，２つの円が内接する場
合である。
　　このとき，d＝r－３より
　　　r＝１３＋３＝１６
　　よって，円 C 1 の方程式は
　　　（x＋１）2＋（y－９）2＝２５６

（答）（x＋１）2＋（y－９）2＝２５６



（選 択）
問 題
番 号
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

選択した番
号の　内を

ぬりつぶし

てください。

（選 択）
問 題
番 号
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 

選択した番
号の　内を

ぬりつぶし

てください。

（Ｎｏ.３）実用数学技能検定

Ｔ２３２３Ｇ０７

⑴　n＝１のとき
　　　a 1＝S 1＝２

1＋1－１－２＝１
　　n≧２のとき
　　　an＝Sn－Sn－1

　　　　＝２n＋1－n－２－｛２n－1＋1－（n－１）－２｝
　　　　＝２n－１　…①
　　①に n＝１を代入したときの式の値は１で，これは a 1 に等しい。
　　よって，an＝２

n－１である。

（答）an＝２
n－１

⑵　　　 　  　　＝　 　　　　   　＝　   　   

　　これは，初項　 ，公比　 の等比数列の初項から第 n項までの和であるから

　　　　 　  　　＝　 ・　　　  　　＝１－　　

（答）１－   　

k＝1

n

k＝1

n

k＝1

n１
２k－１＋１

１
ak＋１

k＝1

n １
ak＋１

１
２

k

１
２

１
２

１
２
１
２

n

１－  

１
２１－

１
２n

１
２n

⑴　（答）（a，b，c）＝（２，３，３）のときM＝６４

⑵　（答）（a，b，c）＝（３，５，６）のときM＝１０００
　　 　　（a，b，c）＝（４，７，９）のときM＝２１９５２



 

問題６
（必須）

 

 

●問題６，７は必須問題です。

問題７
（必須）

Ｔ２３２３Ｇ０７

（Ｎｏ.４）

　　△ＡＢＣの面積をSとすると

　　　S＝　 ・ＡＢ・ＢＣ・sinB

　　　　＝　 ・７・８・　　　

　　　　＝１２ ５　…①
　　△ＡＢＣの内接円の半径 rを用いる
と，S は

　　　S＝　 r（ＡＢ＋ＢＣ＋ＣＡ）

　　　   ＝　 r（７＋８＋９）

　　　   ＝１２r　…②
　　①，②より
　　　１２ ５＝１２r

　　　r＝ ５

（答）r＝ ５

⑴　△ＡＢＣにおいて，余弦定理より
　　　ＣＡ2＝ＡＢ2＋ＢＣ2

－２・ＡＢ・ＢＣ・cosB
　であるから
　　　（x＋１）2＝（x－１）2＋x 2

－２・（x－１）・x・ 　

　　　　 x 2－　　x＝０

　　　x（x－８）＝０
　　　x＝０，８
　　x＞２より，x＝８

（答）x＝８

⑵　⑴の結果より
　　　ＡＢ＝７，ＢＣ＝８，ＣＡ＝９
　　△ＡＢＣにおいて，sinB＞０より

　　　sinB＝ １－  　    ＝　　

２４
７

２
７

１
２
１
２

３
７

２
７

2 ３ ５
７

３ ５
７

１
２
１
２

⑴　f（x）＝x 3－９x 2＋１５x＋７を微分して
　　　f ’（x）＝３x 2－１８x＋１５
　　　　　 ＝３（x－１）（x－５）
　より，f（x）の増減表は右のようになる。
　　よって，f（x）は x＝１のとき極大値
　　　f（１）＝１－９＋１５＋７＝１４
　　x＝５のとき極小値
　　　f（５）＝１２５－２２５＋７５＋７＝－１８
　をとる。

（答）x＝１のとき極大値１４，x＝５のとき極小値－１８

⑵　（答）７＜k＜１４

x

  f ’（x）
f（x）

５
０
極小

１
０
極大

…
－

…
＋

…
＋
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